


らせ釦お

九
月
定
例
議
会

　
　
　
　
　
開
会
　
九
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
閉
会
　
十
月
一
日

○
特
別
職
報
酬
審
議
会
の
答
申
ど
お
り
、

よ
う
に
報
酬
が
改
定
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
日
か
ら
適
用
で
す
。

十次
月の

　
　
町
長
六
十
五
万
円

　
　
助
役
五
十
一
二
万
円

　
　
収
入
役
　
五
十
二
万
円

　
　
教
育
長
　
五
十
万
円

　
　
議
長
　
二
十
万
門

　
　
副
議
長
　
十
六
万
円

　
　
議
員
十
四
万
五
千
円

　
　
　
　
　
　
＾
い
ず
れ
も
月
額
一

〇
十
七
団
体
の
各
種
委
員
の
報
酬
が
改
定
さ
れ

ま
し
た
。
前
記
同
様
、
適
用
は
十
月
一
日
か

ら
で
す
。

○
西
桂
町
老
人
医
療
費
助
成
金
支
給
条
例
の
一

部
改
正

　
　
支
給
対
象
者
の
所
得
基
準
を
改
め
る
も
の

で
す
。

○
西
桂
町
家
庭
奉
仕
員
派
遣
手
数
料
条
例
の
一

部
改
正

　
　
同
手
数
料
を
改
正
し
ま
し
た
。

．
　
２
■

〇
一
般
会
計
第
一
＝
号

　
　
補
正
額
　
一
二
九
、
三
〇
五
予
円
追
加

　
　
総
額
一
、
八
九
七
、
二
：
一
千
円

　
　
内
容
報
酬
改
定
分
を
追
加
。

　
　
　
小
学
校
校
舎
建
設
の
補
助
単
価
改
正
に

　
　
　
伴
う
追
加
約
八
三
〇
万
円
。
公
債
費
約

　
　
　
＝
一
五
〇
万
円
追
加
。
消
防
負
担
金
四
二

　
　
　
一
万
円
追
加
。
農
地
費
工
事
費
七
〇
〇

　
　
　
万
円
追
加
。
以
上
、
主
な
も
の
で
す
。

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
第
一
号

　
　
補
正
額
　
二
＝
、
五
〇
．
三
千
円
追
加

　
　
総
額
二
四
一
、
九
六
六
千
円

　
　
内
容
退
職
老
医
療
費
の
追
加
約
六
三

　
　
　
〇
万
円
。
健
康
管
理
デ
ｉ
タ
ー
パ
ン
ク

　
　
　
事
業
約
一
一
一
五
〇
万
円
。
国
庫
返
還
金
約

　
　
　
三
一
八
万
円
。

Ｏ
＝
一
年
度
一
般
会
計

〇
三
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

〇
三
年
度
簡
易
水
道
特
別
会
計

ｏ
＝
一
年
度
老
人
保
健
法
特
別
会
計

〇
三
年
度
三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
事
業
特

別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
、
全
五
会
計

〇
一
般
会
計
補
正
予
算
第
２
号

　
　
金
　
額
　
二
〇
九
千
円
追
加

　
　
総
額
一
、
八
五
七
、
九
〇
七
千
円

　
　
内
　
容
　
参
議
院
議
員
選
挙
委
託
金
の
追

　
　
加
に
よ
る
専
決
処
分
で
す
。

人
一
，
む

○
教
育
委
員

　
　
宮
下
新
一
氏
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
渡
辺

　
　
直
成
氏
の
任
命
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

○
公
平
委
員

　
　
渡
辺
誠
司
氏
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
同
氏

　
　
の
引
き
続
い
て
の
選
任
が
同
意
さ
れ
ま
し

　
　
た
。

○
道
路
整
傭
事
業
促
進
に
関
す
る
意
見
書

○
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
促
進
に
関
す
る
意

見
書

　
　
い
ず
れ
も
国
に
対
し
て
要
望
す
る
意
見
書

で
す
。

○
富
士
五
湖
広
域
行
政
事
務
組
合
規
約
の
一
部

改
正

　
　
災
害
弱
老
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業
を
組

合
の
仕
事
と
す
る
改
正
で
す
。
．

十
月
二
十
三
日
工
事
の
指
名
競
争
入
札
を
行

い
、
そ
れ
ぞ
れ
着
工
し
て
お
り
ま
す
。

　
工
事
中
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
十
月
の
入
札
結
果

○
大
久
保
農
道
下
部
壬
Ａ
１
橋
台
）
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
沼
地
内

施
工
延
長
　
九
・
四
ｍ
（
内
橋
台
一
基
）

構
造
物
　
　
ブ
ロ
ッ
ク
積
　
八
七
・
四
耐

請
負
金
額
　
九
、
二
七
〇
、
Ｏ
Ｏ
○
円

請
負
業
者
　
圃
則
田
土
建

○
宮
作
水
路
改
修
工
事

下
暮
地
地
内
　
東
光
精
器
欄
裏

施
工
延
長
　
六
九
・
六
ｍ

構
造
物
　
　
ブ
ロ
ッ
ク
積
　
二
一
四
耐

請
負
金
額
　
七
、
二
一
〇
、
Ｏ
Ｏ
○
円

請
負
業
老
　
樹
前
田
土
建

○
揚
川
用
水
改
修
工
事
　
　
　
小
沼
地
内

施
工
延
長
　
一
工
区
　
一
＝
八
・
○
ｍ

　
　
宮
下
保
様
～
桂
土
木
工
業
欄
倉
庫
前

構
造
物
　
Ｖ
Ｓ
側
溝
　
三
八
・
Ｏ
ｍ

施
工
延
長
　
二
工
区
　
三
二
・
○
ｍ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
山
恵
光
様
裏
〕

溝
造
物
　
Ｖ
Ｓ
側
濤
　
一
＝
二
・
○
ｍ

請
負
金
額
　
五
、
八
四
〇
、
Ｏ
○
○
円

請
負
業
老
　
桂
土
木
工
業
欄

○
役
場
裏
水
路
改
修
工
事
　
　
小
沼
地
内

施
工
延
長
　
五
〇
・
○
ｍ

　
　
　
（
川
村
貢
様
前
～
前
田
勤
一
＝
様
裏
）

構
造
物
　
Ｖ
Ｓ
側
濤
　
五
〇
・
○
ｍ

請
負
金
額
　
三
、
四
八
一
、
四
〇
〇
円

請
負
業
者
　
東
英
建
設
工
業
樹

○
松
久
保
線
拡
幅
工
事
　
　
　
倉
見
地
内

施
工
延
長
　
二
一
＝
・
六
ｍ
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＾
松
久
保
中
央
道
高
架
下
〕

構
造
物
　
ブ
ロ
ッ
ク
積
　
八
・
○
耐

請
負
金
額
　
九
八
八
、
八
○
○
円

請
負
業
者
渡
部
建
設
欄

○
西
海
戸
道
上
地
内
水
路
改
修
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倉
見
地
内

施
工
延
長
　
八
七
・
八
ｍ

　
　
　
　
　
　
（
渡
辺
恵
子
様
横
）

構
造
物
　
Ｕ
型
側
溝
　
八
七
・
八
ｍ

請
負
金
額
　
一
、
八
五
四
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

請
負
業
者
　
御
原
田
組

○
上
町
地
内
水
路
改
修
工
事
小
沼
地
内

施
工
延
長
　
五
〇
・
○
ｍ

　
　
　
　
　
　
　
一
小
澤
靖
弘
様
裏
一

構
造
物
　
一
四
〇
〇
型
水
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
・
○
ｍ

請
負
金
額
　
二
、
一
九
三
、
九
〇
〇
円

請
負
業
者
　
タ
ナ
カ
興
建
欄

　
西
桂
町
消
防
団
幹
部
が
１
０
月
３
１
日
任
期
満
了

に
よ
り
退
団
し
、
新
分
団
長
が
選
任
さ
れ
、
ｎ

月
２
日
に
町
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
前
田
和

嘉
団
長
よ
り
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

本
団

技
術
分
団

団
　
長

副
団
長

〃分
団
長

副
分
団
長

　
〃

前
田
和
嘉

渡
辺
康
雄

高
尾
　
穫

滝
口
新
一
朗

岩
田
　
満

高
尾
正
和

交
通
分
団

第
一
分
団

第
二
分
団

第
三
分
団

分
団
長

副
分
団
長

分
団
長

副
分
団
長

　
〃
給
　
与

分
団
長

副
分
団
長

　
〃
給
　
与

分
団
長

副
分
団
長

　
〃
給
　
与

菅
谷
栄
一

長
野
義
光

渡
辺
貞
失

武
藤
隆
義

川
村
明
弘

田
村
正
造

棚
田
一
夫

梶
原
正
男

定
月
秋
雄

前
田
昇
治

権
守
正
雄

佐
藤
清

高
尾
益
義

小
林
圭
一

第
四
分
団

第
五
分
団

分
団
長

副
分
団
長

　
〃
給
　
与

分
団
長

副
分
団
長

　
〃

給
　
与

菅
谷
政
一

宮
下
和
雄

小
林
一
失

梅
原
和
男

前
田
急
信

永
田
義
光

新
田
重
治

新
田
善
久

　
●
　
ｎ
ｏ
　
　
■

　
ゴ
ー
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

　
正
し
い
利
用
・
讐
理
に
つ
い
て
〃
一

　
皆
さ
ん
が
、
い
つ
も
利
用
し
て
い
る
ゴ
ミ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
振
り
返
っ
て
下
さ
い
。

　
こ
の
ご
ろ
曜
日
を
守
ら
な
い
で
出
さ
れ
る
ゴ

ミ
を
見
か
け
ま
せ
ん
か
〃
一

　
こ
の
ゴ
ミ
を
カ
ラ
ス
や
ネ
コ
が
ち
ら
か
し
て

い
る
場
面
を
見
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

か
た
づ
け
て
く
れ
る
人
、
ま
た
、
見
て
見
ぬ
ふ

り
を
す
る
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
皆

さ
ん
に
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
正
し
い
利
用
・

管
理
に
つ
い
て
、
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。

ー
ゴ
ミ
は
必
ず
分
別
し
指
定
さ
れ
た

　
躍
目
・
錆
間
を
守
っ
て
ス
テ
ー
シ
ョ

　
ン
に
出
し
て
下
さ
い
。

２
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
い
つ
も
利
用

　
し
て
い
る
方
々
で
責
任
を
持
っ
て

　
清
掃
し
き
れ
い
な
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
に
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

３
収
集
が
で
き
な
い
物
は
絶
対
ス
テ
ー

　
シ
ョ
ン
に
出
さ
な
い
で
下
さ
い
。

　
以
上
三
点
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ル
を
守
り
、

き
れ
い
な
町
づ
く
り
に
ご
協
力
下
さ
い
。
ま
た
、

川
や
農
地
等
へ
絶
対
ゴ
ミ
を
す
て
な
い
で
下
さ

い
。

保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
場
合
は

　
　
　
免
除
の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う

　
国
民
隼
金
の
第
一
号
被
保
険
者
（
農
業
・
自

営
業
の
人
）
で
、
保
険
料
を
納
め
た
く
て
も
、

収
入
が
少
な
い
な
ど
納
め
ら
れ
な
い
人
の
た
め

に
、
保
険
料
の
納
付
を
免
除
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。園

　
障
害
年
金
や
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
場
合

は
、
届
け
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
所
得
が
な
い
と
き
や
、
災
害
に
あ
っ
た
と
き

な
ど
、
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
申
し
出
て
承

認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
保
険
料
を
納
め
る
の
が
大
変
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
か
な
い
で
、
市
町

村
役
場
の
国
民
年
金
係
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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保育所秋季大運動会
　
十
月
三
日
保
育
所
に
お
い
て
秋
季
大
運
動
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
園
庭
い
っ
ぱ
い
に
家
族
の
方
々
が
所
せ
ま
し

と
観
覧
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
頃
、
園
児
の
送
迎
に
ご
協
い
た
だ
い
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
４
　
　
■

ま
す
お
じ
い
さ
ん
、
お
ぱ
あ
さ
ん
、
ま
た
入
所

を
予
定
さ
れ
て
い
る
小
さ
い
子
ど
も
た
ち
の
競

技
な
ど
大
勢
の
お
客
様
方
の
参
加
で
一
日
楽
し

い
ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

中学校学校田稲刈
　
十
月
八
日
、
学
校
田
の
稲
刈
を
し
ま
し
た
。

　
鎌
の
使
い
方
が
う
ま
く
い
く
の
か
心
配
。

　
稲
株
の
持
ち
方
、
刈
る
高
さ
、
鎌
の
引
き

方
の
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
開
始
！

　
「
サ
ク
ッ
」
と
切
り
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
刈
り

取
り
ま
し
た
。

　
み
ん
な
「
サ
ク
ッ
」
と
い
う
音
が
気
に
い
っ

た
よ
う
で
し
た
。

　
つ
ぎ
は
束
ね
る
の
に
ひ
と
苦
労
、
う
ま
く

い
か
な
い
牛
木
を
立
て
や
っ
と
完
成
。
落
穂

も
ひ
ろ
い
一
粒
の
米
も
犬
事
に
と
…
。
楽
し

い
稲
刈
で
し
た
。

西桂町民体育祭第３２回

　
十
月
十
日
秋
晴
の
下
、
町
民
グ

ラ
ン
ド
に
お
い
て
第
３
２
回
町
民
体

育
祭
が
町
民
多
数
の
参
加
に
よ
り
、

盛
大
か
つ
な
ご
や
か
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
開
会
武
に
先
立
ち
、
町
内
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
員
に
よ
る
炬
火
リ
レ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
グ
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
よ
り
町
民
グ
ラ
ン
ド
ま
で

を
５
区
間
に
分
け
て
走
る
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
員
に
、
沿
道
よ
り
多
く

の
み
な
さ
ま
の
ご
声
援
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
各
区
の
力
強
い

入
場
行
進
、
炬
火
リ
レ
ー
、
最
終

ラ
ン
ナ
ｉ
の
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
入
場
、
ま
た
、
鳩
の
放

鳥
な
ど
も
あ
り
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
午
前
中
七
競
技
、
午
後
七
競
技

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昼
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
は
町
綱
引
き
連
盟
に
よ
る
綱

引
き
の
披
露
や
三
ツ
峠
太
鼓
「
ア
ー
ク
」

に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
、
．
和
気
あ
い
あ
い

の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
運
営
等
に
多
大
な
ご
協
力
を
賜

り
ま
し
た
各
区
の
区
長
さ
ん
を
は
じ
め
、

区
の
役
員
、
体
育
指
導
委
員
、
婦
人
会
、

交
通
安
全
協
会
、
体
育
協
会
の
役
員
の
皆

様
、
大
変
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

６５４３２１
位位位位位位

下
暮
地

柿
　
園

倉
　
見
．

本
　
町

上
町
Ａ

上
町
Ｂ



Ｈ０丁フォト ・ニユース

小学校演劇鑑賞

　１Ｏ月１４日小学校体育館において、劇団「たんぽぽ」によ

る「あやうしズッコケ探検隊」が上演されました
。

　ステージだけでなく通路も走りまわる出演老に、全校生

徒が盛んに抽手を送っていました 。

寿大運動会

　１Ｏ月２６日 、中学校体育館において「第１６回寿大運動

会」が開催されました
。

　今年は保育園児のかわいらしい応援や、とび入りの

競技などで」段と盛り上がり 、楽しい一日を過ごすこ

とができました
。

青年部婦人部協賛事業

三ツ峠クリー：ノアツプキやンペーン

と
、
登
山
著
の
増
加
と
共
に
ゴ
ミ
類
も
急
増
し
、

ま
し
た
。
登
山
道
か
ら
少
し
離
れ
た
草
む
ら
な
ど
に
捨
て
る
な
ど
悪
質

な
投
棄
も
あ
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
両
部
の
部
員
四
十
名
余
り
と
家
族
も
参
加
し
、
空
き
缶
・

空
き
ビ
ン
・
家
電
製
品
等
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
三
台
分
の
ゴ
ミ
を
回
収
し
ま

し
た
。

　
西
桂
町
商
工
会
青
年
部
・
婦

人
部
（
部
長
、
長
野
義
光
・
渡

辺
幸
子
一
で
は
協
賛
事
業
と
し

て
、
九
月
六
日
＾
日
）
、
三
ツ
峠

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
と
し
て
、
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ｉ

か
ら
だ
る
ま
石
付
近
ま
で
の
登

山
道
約
二
沽
に
わ
た
り
、
ゴ
ミ

の
回
収
と
啓
蒙
看
板
の
立
て
替

え
の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
近
年
、
町
の
象
徴
で
も
あ
る

「
一
ニ
ツ
峠
」
が
、
ロ
ッ
ク
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
の
メ
ッ
カ
と
し
て
全

国
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

　
　
　
　
環
境
が
悪
化
し
て
き



Ｈ０丁フオ・ト・ニューヌ

第１７回

｝
」
．

別

三ツ峠歩け歩け運動

．
　
’

一

’

　
鑑
、

　
鋤

塵
，
　
　
－
．
．

　
．
．
．
．
付
歩
．

歩
輔

　　　．二　島、～

■
　
６

、
千
月
一
一
十
五
目
の
日
曜
目
に
第
十
七
回
一
一
一
ツ
峠
歩

　
動
が
親
子
連
れ
な
ど
約
九
百
名
が
参
加
し
盛
大

　
ま
し
た
。

　
下
駅
前
か
ら
出
発
し
、
紅
葉
の
中
頂
上
ま
で
の
約

　
り
ま
し
た
。

　
涼
風
荘
で
は
参
加
賞
の
配
付
、
だ
る
ま
石
で
は

■
ー
ビ
ス
、
頂
上
で
は
、
登
頂
記
念
品
の
配
付
、

　
そ
れ
の
場
所
で
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は

・
、
に
秋
の
休
目
を
楽
し
み
ま
し
た
。

豚汁のサービス

．
”
．

抽せん会

お茶のサービス婦人会による八十八大師の赤前かけの取替え



イヒ祭

　
第
十
四
回
町
民
文
化
祭
が
十
一
月
三
日
・
四
日
の
二
日
間
、

好
天
に
恵
ま
れ
、
文
化
協
会
の
主
催
で
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
に
お
い
て

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
Ｌ
た
。

　
本
年
度
は
、
三
つ
の
新
教
室
が
加
わ
り
更
に
文
化
祭
を
盛
り

上
げ
ま
Ｌ
た
凸

　
特
に
菊
作
り
教
室
は
、
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
前
庭
に
約
百
鉢
の
菊
を

展
示
Ｌ
訪
れ
る
人
の
目
を
引
い
て
い
ま
Ｌ
た
。

　
三
日
、
四
日
と
も
町
民
の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
町
外
の
方
も

熱
心
に
発
表
会
と
作
品
を
鑑
賞
さ
れ
、
這
日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
協
貸
団
体
の
商
工
会
婦
人
部
の
ふ
れ
あ
い
広
場
、
東
部
青
色

申
告
会
に
よ
る
タ
ッ
ク
ス
ク
イ
ズ
、
商
業
部
会
、
ポ
ラ
ン
テ
ィ

ア
協
会
に
よ
る
バ
ザ
ー
出
店
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
．

．
．
扇
作
り
教
室
・
一

Ｈ０丁フォト ・ニュース

ボランティア協会のバザー

▲茶遣部のお茶会

今年から始まった菊づくり教室〉

●
　
７

カ作ぞろいの芙術部歌おう山吹の会
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ハローワーク

雇用保険 “さわやか受給”推遣月間

　　　　（雇用保険不正受給防止啓発）

　雇用保険制度は・勤労者の生活の安定及び福祉の向上を

図ることを目的としています 。

　１１月１目から３０日までは・雇用保険制度を正しく理解し

ていただくための「雇用保険 ’さわやか受給’推進月間」

です。… 願っていますさわやか受給と再就職

　　■ぶじよしだパートサテライト

　　　　　　　　が開設されます

　パートサテライトは・パートタイム等の求人受理とパー

トタイム就業希望者、アルバイト等を希望するかたがたへ

の職業相談 ・職業紹介を行うほか・パートタイム等の雇用

についての指導 ・助言等雇用管理の相談を行います
。

パートタイム等の仕事をお探しのあなた

パートタイム等を募集したい企業の皆様

お気軽にお立ち寄りください
。

ふじよしだパートサテライト

場　　所…富士急夕一ミナルビル５階

開設日時…１２月１目（火）午前１０時オープン

業務取扱　時間…午前１０時～午後６時

　　　　　休日… 土、 日、 火曜日（富士急夕一ミナルビ媚熱を除く〕

　　　　　　　　年末年始 。

問合先…ハローワーク都留

　　　　　　　大月公共職業安定所　都留出張所

　　　　　　　　刷５５４（４３〕５１４１（代）

■ご存知ですか「検察審査会」を

　交通事故、詐欺、おどしなど犯罪の被割こあ って、警察

や検察庁に訴えたのに検察官がその事件を起訴してくれな

いとき 、あるいは選挙違反や汚職など社会の耳目をひいた

事件を検察官が起訴しなかｒたなど、こんな不満をも って

いる方はいませんか
。

　そういう方々のために検察審査会があるのです。費用は

一切無料で秘密はかたく守られます
。

問合先　都留検察審査会

　　　　〒４０２都留市中央二丁目１番１号

　　　　甲府地方裁判所都留支部（裁判所内〕

　　　　　８０５５４（４３）２１８５

教育委員人事

教育委員任命同意

宮下新一氏の任期満了に伴い・渡辺直成氏の任命が同意

されました 。

職務代理者に勝侯幸夫氏が就任しました 。

粉雪とメルヘンの世界へ竈方もＬｅｔ’ｓ　Ｃｏ！

西性町スキー教室参加者募集一
　冬季スポーツの振興と運動不足になりがちなこの時季を

元気に過ごし・心身の健康な発達と明るく豊かな生活を目

的としてスキー教室を開催します 。

日　時

場　所

宿泊先

費　用

対象者

募集人員

申込み

その他

平成５年１月７日（木）・ ８日（金）１泊２日

栂池高原スキー場

　「ロッ ジタンネ」

長野県北安曇郡小谷村　刷２６１（阜３）２０１３

大人１３ ，０００円（中学生以上〕

小人１０ ，０００円

※貸スキー・ リフト代は含みません

町内在住在勤の一般男女

（中学生以下は親子とする 。）

３５名

１２月１０日（木）までに教育委員会社会体育係へ
。

・希望老多数の場合は抽選とします
。

抽選日はおって通知します
。

・不明な点は教育委員会杜会体育係まで問い合せ

て下さい 。

８

●

籔山梨県暴カ追放県民会竈■

　山梨県暴力追放県民会議は、暴力のない安全で平穏な郷

土山梨を実現するため、県 ・市町村 ・各企業団体等の御協

力により本年１月２２日に設立された財団法人です
。

　暴力追放県民会議では、次のような事業活動を行 ｒてお

ります
口

１一被害者救済事業

２．貸付事業

３．暴力団椙談活動

４．暴力団構成員等に対する対策

５暴力団根絶推進活動

６．暴力団排除の広報啓発活動

暴力団等に関する困り事は　お気軽に御相談下さい
。

甲府市丸の内一丁目９番１９号　山梨県信ビル６階

８０５５２（２７）５４２０
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「３歳児歯科Ｏ良児」表彰

３才までむし歯にしないことは
、

　とても犬変なことです。お母さ

　んに大きな拍手を送ります
。

　　第２０回

つどい開催

　　　　　　　　　　　　　した。「どうす

　　　　　　　　　　　　　れぱうまくいく

て、 愛育会役員による寸劇を発表、明るい家庭を築く

ため、みんなで智恵をしぼって考えました。素人と思

えない名演技が犬変好評でした
。

　　平成４年３歳児歯の健康表彰者

田村梨緒（良夫）倉見

高尾若菜（責）柿園

梅原　歩（正弘）本田Ｉ

９

前田優士（元康）上町

渡辺亮昌（賢一）上町

今井友美（清彦）上町

三枝由依（修一〕下暮地

加藤　央（朗）上田丁

岩田昌平（昌之）上町

渡辺侑耶（美津夫）下暮地

羽田純也（了〕倉見

献血 にご協カを！
　１２月１日　午前１０時より午後３時まで

、

役場前庭で献血を行います。ご協力をお

願いいたします 。

　　　　　　３長

おて手生 　つ寿話いやに中で蓑
しる足よ国も回書巣害姦震誉姦

たをラ演 コ』やだ刺ながンでか
き激ど開サもに
芒茎峯讐多墓生
た健ダれンるき
。康全 ・ト　よ
　法体耳 ’ツう
　ににや邸ポ
　っ散指淑胆
　い在先恵竈
　てし ’先法
　　　　　　』

１２

月

目

覆

衰

１火 献　　　　血 役場前裏庭 １０１００～３１００

３木 健　康　椙　談 ＹＬＯ会館 午前中

８火 機　能　訓　練 〃 ９：３０～

９水 再　　ツ　　反 役場２Ｆ大会諏 受句１＝ＯＯ～１＝３０ Ｈ３ ．１０～３

１才６ヶ月健診 ” １：３０～ Ｈ３ ．３～５

１１金 Ｂ　　Ｃ　　Ｇ
’
’ 受何１二〇〇～１＝３０ Ｈ３ ．１０～３

１６水 インフルエンザ ”
’
’ ６１ ．４～元１３

１７木 健　康　椙　談 ＹＬＯ会館 午前中

１８金 三　種　混　含 役場２Ｆ犬会竈室 受何１＝ＯＯ～１＝３０ Ｈ２ ．４～８

乳　児　健　診 役場２Ｆ和室 １１３０～ Ｈ４ ．２ ．５ ．８

２２火 機　能　訓　練 ＹＬＯ会館 ９：３０～

瞭１１

。　’コ おれ日
　七ンいた　

’
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おいらが大将

　　■｛曲！
中谷将之くん

中谷幸司 ・あき子さん二男（１歳１０ヶ月〕

お
め
で
た
（
出

倉
　
見

　
』
柿
　
園

　
前
　
高
下
暮
地

　
泥

尾田

伽弥 ・
　中
音拍か

伽

如

原
　
か
え
で

〔〔〔お　　　　　　し
佐柏小川松小あ
藤木林村浦川わ
　　　　　　せ
千　真　栄正に
栄久由簑
子　美　子平（　　　　　　結 彰康

孝弘 ＿父 生

長続
男柄

長長
女女

回
出
男
　
　
長
女

　
簑
真
由
美

　
久
千
栄
子

お
く
や
み
（
死

定
月

も
と
子

亡
）

都上柿柿河倉婚
留　　　 口　）
市町園園湖見
　　　　町

届
出
人

義
　
男

柿
園

人口世帯
平成』年１１月Ｉ日現在

男

女

合計

世帯

２， ３１５人

２， ４５３人

４． フ６８人

１， ２９１世帯

　
私
達
俳
句
部
は
最
初
有
志
に
よ
る
西
桂
句
会
と
し
て
勉
強
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
文
化
協
会
発
足
と
同
時
に
俳
句
部
と
し
て
今
日

に
到
っ
て
お
り
ま
す
。

　
俳
句
と
は
見
た
も
の
、
思
っ
た
事
を
短
い
言
葉
に
現
し
た
要
す

る
に
短
篇
の
詩
で
あ
り
ま
す
。
思
う
こ
と
を
そ
の
ま
ま
に
－
・
…
決

し
て
む
ず
か
し
い
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
部
員
は
十
数
名
お

り
ま
す
が
月
一
回
の
勉
強
会
に
は
松
川
樹
海
先
生
を
講
師
に
お
願

い
し
ま
し
て
お
互
い
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
つ
つ
楽
し
く
一
生
懸
命

に
勉
強
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
文
化
祭
に
は
多
数
の
方
が
御
投
句
下
さ
い
ま
し
て
会
を

盛
上
げ
る
事
が
で
き
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
も
是
非
俳
句
部
へ
入
っ
て
言
葉
の
遊
び
を
楽
し
ん
で
は
み

ま
せ
ん
か
。
部
員
一
同
に
て
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
御
希
望
の

方
は
新
田
ま
ち
子
ま
で
お
電
話
下
さ
い

貧
筆
２
４
７
６

サークル紹介

部俳

幻税税徽産康資賊定国固月月
１
１
１
２

早朝、各家庭の周辺を溝掃

しましょう
。

／毎月旧繍の鰍


